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■
特
集
　
浦
西
和
彦
の
仕
事

『
浦
西
和
彦
　
著
述
と
書
誌
』
全
四
巻
に
つ
い
て

伊

藤

純

は
じ
め
に

　

浦
西
和
彦
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
は
や
二
年
近
い
時
が
過
ぎ
た
。

　

浦
西
先
生
を
知
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
二
〇
世
紀
の
終
末
近
い

一
九
九
九
年
五
月
、
貴
司
山
治
日
記
の
存
在
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
頂

き
、
関
西
大
学
を
お
訪
ね
し
て
、
そ
の
所
蔵
状
況
を
ご
説
明
し
た
時
で
あ

る
。
そ
の
後
、
東
京
の
私
の
自
宅
に
お
出
で
に
な
り
、
そ
の
日
記
の
現
物

を
実
見
さ
れ
た
。
確
か
三
日
間
ほ
ど
通
っ
て
こ
ら
れ
、
リ
ビ
ン
グ
の
一
隅

で
終
日
読
み
ふ
け
っ
て
お
ら
れ
た
の
を
記
憶
す
る
。

　

し
か
し
、
貴
司
の
日
記
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
死
没
直
前
の
一
九
七
一

年
に
至
る
厖
大
な
も
の
で
、
と
て
も
数
日
で
読
み
切
れ
る
よ
う
な
代
物
で

は
な
い
。
結
局
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
時
代
を
中
心
に
何
冊
か
を

お
貸
し
し
て
、
そ
れ
は
後
日
書
き
起
こ
さ
れ
、
関
西
大
学
国
文
学
会
紀
要

に
活
字
と
な
っ
て
掲
載
さ
れ
た（

１
）。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、
そ
の
後
、
貴
司
が
戦
前
編
集
刊
行

し
た
雑
誌
『
文
学
案
内
』
の
復
刻
刊
行
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き（

２
）、

ま
た
、

特
に
記
憶
に
新
た
な
の
は
、
私
が
戦
前
の
小
林
多
喜
二
全
集
刊
行
へ
の
貴

司
山
治
の
関
わ
り
を
探
索
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
決
め
手
と
な
る
よ
う
な

小
文
が
掲
載
さ
れ
た
資
料
を
ご
恵
贈
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
戦
後
最
初
の
新
日
本
文
学
会
編
『
小
林
多
喜
二
全
集
』
全
九

巻
（
一
九
四
八
年
〜
一
九
四
九
年
）

（
３
）

─
─
い
わ
ゆ
る
「
新
日
本
文
学
会
版
」

に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
『
月
報
』
で
あ
る
。
全
集
そ
の
も
の
は
と
も
か
く
、

そ
れ
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
『
月
報
』
は
滅
多
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
な

い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
こ
と
を
聞
き
及
ば
れ
た
浦
西
先
生
が
、
た
ま
た
ま
（
？
）

も
っ
て
お
ら
れ
た
月
報
の
現
物
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
な
に
げ
な
い
ハ

ト
ロ
ン
の
封
筒
で
そ
れ
が
届
い
た
時
は
、
本
当
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
『
浦
西
和
彦　

著
述
と
書
誌
』
全
四
巻
の
概
要

　

『
浦
西
和
彦　

著
述
と
書
誌
』
全
四
巻
は
、
浦
西
和
彦
の
主
要
な
著
作
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と
研
究
を
集
大
成
し
た
著
作
集
と
言
え
る
も
の
で
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

～
二
〇
〇
九
年
二
月
の
間
に
大
阪
の
和
泉
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
A
５

判
ク
ロ
ス
装
箱
入
り
、
一
巻
毎
に
青
、
黄
、
赤
、
緑
と
、
異
な
る
色
の
ク

ロ
ス
で
装
本
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
─
─

第
一
巻
『
新
・
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
』　

二
〇
〇
九
年
一
月

三
〇
日
刊

第
二
巻
『
現
代
文
学
研
究
の
基
底
』　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
九
年
二
月

二
〇
日
刊

第
三
巻
『
年
譜　

葉
山
嘉
樹
伝
』　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
八
年
一
〇

月
二
〇
日
刊

第
四
巻
『
増
補　

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
書
目
』　

二
〇
〇
九
年
一
月

二
〇
日
刊

　

と
な
っ
て
い
る
が
、
巻
序
と
刊
行
の
順
序
は
一
致
し
な
い
。
実
際
の
刊

行
順
序
は
、
第
三
巻
・
第
四
巻
・
第
一
巻
・
第
二
巻
で
あ
る
。

　

最
初
に
刊
行
さ
れ
た
第
三
巻
は
、
本
誌
（
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
『
フ
ェ

ン
ス
レ
ス
』
第
五
号
）
掲
載
の
秦
重
雄
「
浦
西
和
彦
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

で
も
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
生
時
代
に
浦
西
が
た
ま
た
ま

0

0

0

0

読
ん
で
そ

の
良
さ
に
驚
き
、
さ
ら
に
ま
た
大
学
卒
業
後
た
ま
た
ま

0

0

0

0

赴
任
し
た
坂
下
女

子
高
校
（
現
・
岐
阜
県
中
津
川
市
・
県
立
坂
下
高
校
）
の
近
く
に
か
つ
て
住
ん

で
い
た
と
い
う
二
重
の
偶
然
に
彩
ら
れ
た
「
葉
山
嘉
樹
」
の
年
譜
・
伝
記

が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

二
番
目
の
刊
行
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
者
の
座
右
の
書
と
し
て

膾か
い
し
ゃ炙

す
る
『
増
補
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
書
目
』
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、こ
の
書
誌
学
的
な
も
の
の
後
に
、
漸
く
〝
議
論
〟
の
モ
テ
ィ
ー

フ
が
配
さ
れ
る
。
『
新
・
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
』
『
現
代
文
学

研
究
の
基
底
』
の
二
冊
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
も
そ
の
方
法
論
は
書

誌
学
的
、
実
証
主
義
的
だ
が
、
そ
う
い
う
方
法
に
よ
り
な
が
ら
、
論
旨
は

き
わ
め
て
告
発
的
─
─
喧
嘩
腰
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
な
激
し
い
も
の
が

あ
る
。

　

埋
も
れ
る
べ
き
で
な
い
も
の
を
埋
も
れ
た
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る

人
々
の
怠
惰
へ
の
怒
り
、
埋
も
れ
て
い
る
良
き
も
の
へ
寄
り
添
お
う
と
す

る
愛
と
焦
り
‥
‥
そ
し
て
浦
西
は
、
そ
の
告
発
の
手
段
と
し
て
超
実
証
的

と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
、
書
誌
的
ト
リ
ビ
ア
リ
ズ
ム
を
展
開
す
る
の
で

あ
る
。二

、
「
年
譜　

葉
山
嘉
樹
伝
」
の
〝
超
〟
書
誌
学

　

第
三
巻
『
年
譜　

葉
山
嘉
樹
伝
』
は
A
５
判
８
ポ
イ
ン
ト
組
五
〇
〇
頁

を
費
や
し
た
大
著
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
だ
い
た
い
こ
の
著
作
の
表
題
自
体
が
奇
妙
だ
。
普
通
、
年
譜

と
言
え
ば
年
表
的
な
も
の
を
想
像
さ
せ
る
。
他
方
で
「
伝
」
と
い
う
と
、

そ
の
主
人
公
の
人
と
な
り
や
身
辺
の
出
来
事
を
物
語
る
物
語
的
記
述
を
想

像
す
る
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
ト
ル
が
共
存
す
る
世
界
と
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
こ
の
『
年
譜　

葉
山
嘉
樹
伝
』
の
目
次
を
開
く
と
「
一
八
九
四

 
『フェンスレス』オンライン版 第5号(2019/03/20発行) 

占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



6363

年
（
明
治
二
十
七
年
）
甲
午　

数
え
一
歳
」
に
始
ま
っ
て
「
一
九
四
五
年
（
昭

和
二
十
年
）
乙
酉　

数
え
五
十
二
歳
」
の
没
年
ま
で
、
一
年
刻
み
の
年
次

が
何
の
説
明
も
な
く
並
ん
で
い
る
。

　

そ
こ
で
試
み
に
冒
頭
の
出
生
日
の
記
載
（
『
浦
西
和
彦　

著
述
と
書
誌
』〔
以

下
『
著
作
集
』
と
略
記
〕
第
三
巻
、
三
頁
）
を
み
る
と
「
三
月
十
二
日
（
月
）　

福
岡
県
京み

や

こ都
郡
豊
津
村
（
現
在
、
み
や
こ
町
）
大
字
豊
津
六
百
九
十
五
番
地

に
生
ま
れ
」
に
始
ま
っ
て
、
祖
父
母
、
異
父
、
異
腹
の
縁
戚
に
至
る
係
累
、

維
新
期
の
一
家
の
動
向
、
先
行
研
究
の
矛
盾
の
指
摘
な
ど
、
こ
の
一
日
だ

け
で
記
述
は
一
九
頁
に
お
よ
ぶ
。

　

ま
た
、
一
九
二
五
年
一
二
月
三
一
日
、
「
淫
売
婦
」
が
評
判
と
な
り
、

文
芸
戦
線
同
人
の
忘
年
会
に
呼
ば
れ
て
い
き
、
気
炎
を
あ
げ
る
イ
ン
テ
リ
・

プ
ロ
文
の
連
中
に
反
感
を
感
じ
た
葉
山
が
、
山
田
清
三
郎
と
乱
闘
を
演

じ
、
あ
げ
く
山
田
を
投
げ
飛
ば
し
た
瞬
間
に
炭
鉱
夫
仕
込
み
の
和
解
の
セ

レ
モ
ニ
ー
を
演
じ
て
見
事
に
座
を
納
め
る
姿
を
、
山
田
自
身
の
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
風
土
記
」
か
ら
の
引
用
で
紹
介
し
て
い
る
（
『
著
作
集
』
第
三
巻
、

一
一
三
頁
）
。

　

さ
ら
に
、
客
死
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
葉
山
の
死
の
瞬
間
も
、

長
女
財
部
百
枝
の
記
述
を
長
く
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
分
に
語
ら
せ

て
い
る
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
日
（
木
）
の
項
（
『
著
作
集
』
第
三
巻
、

四
九
〇
頁
）
で
は
財
部
百
枝
の
一
文
を
こ
の
よ
う
に
引
く
。

　

駅
に
停
車
す
る
と
、
満
人
が
籠
の
中
に
食
物
を
入
れ
て
売
り
に
来

る
。
マ
ン
ト
ゥ
、
ゆ
で
卵
、
鶏
の
丸
焼
き
な
ど
、
だ
ん
だ
ん
残
り
少

な
く
な
る
お
金
に
心
配
す
る
。
「
百
枝
、
あ
れ
買
お
う
よ
」
と
父
は

鶏
の
丸
焼
き
を
指
す
。「
ま
だ
先
が
長
い
の
よ
。
我
慢
し
ま
し
ょ
う
」

と
マ
ン
ト
ゥ
か
、
ゆ
で
卵
で
我
慢
す
る
。
こ
ん
な
日
が
い
く
日
か
続

い
た
。

　

‥
‥
う
と
う
と
し
て
、
ひ
ん
や
り
し
た
感
じ
で
、
目
を
覚
ま
す
。

汽
車
は
停
車
し
て
お
り
、
駅
の
か
た
わ
ら
の
ど
ろ
柳
の
大
木
に
数
知

れ
ぬ
カ
ラ
ス
が
黒
々
と
群
が
り
、
ガ
ア
ガ
ア
と
や
か
ま
し
く
、
鳴

い
て
い
た
。
「
お
父
さ
ん
、
お
父
さ
ん
」
と
呼
ん
で
も
返
事
が
な
い
。

も
う
一
度
「
お
父
さ
ん
、
お
父
さ
ん
」
と
呼
び
な
が
ら
肩
に
さ
わ
っ

た
ら
、
も
う
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。

　

暖
か
い
身
体
か
ら
離
れ
な
い
シ
ラ
ミ
が
、
も
う
父
の
死
を
知
ら
せ

る
か
の
よ
う
に
、
は
い
出
し
て
い
た
。

（
財
部
百
枝
「
父
・
葉
山
嘉
樹
の
こ
と
」
、
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
』

芳
賀
書
店
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
二
〇
日（

４
））

　

そ
し
て
、
こ
の
『
年
譜　

葉
山
嘉
樹
伝
』
は
、
主
人
公
の
死
を
報
じ
る

朝
日
新
聞
の
記
事
の
引
用
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

『
朝
日
新
聞
』
東
京
版
一
九
四
六
年
六
月
四
日
付
け
は
、
「
葉
山
嘉
樹
氏

（
作
家
）
は
昨
年
春
長
野
県
西
筑
摩
郡
の
満
州
第
一
木
曾
郷
に
入
植
し
て

ゐ
た
が
、
終
戦
と
同
時
に
現
地
を
脱
出
、
帰
国
の
途
中
昨
年
十
月
十
八
日
、

ハ
ル
ビ
ン
東
方
徳
恵
で
病
没
し
た
旨
、
三
日
朝
長
野
県
西
筑
摩
郡
山
口

村
の
自
宅
に
帰
つ
た
長
女
桃マ

マ子
さ
ん
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
享
年
五

マ

マ
十
三
」

と
訃
報
を
、
そ
の
死
去
か
ら
八
ヶ
月
後
に
報
じ
た
（
『
著
作
集
』
第
三
巻
、
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四
九
一
頁
）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
葉
山
嘉
樹
と
い
う
一
人
の
作
家
の
生
涯
を
、
浦
西
は
、

戸
籍
謄
本
や
新
聞
記
事
な
ど
の
同
時
代
資
料
、
あ
る
い
は
信
頼
で
き
る
と

判
断
さ
れ
た
書
き
手
の
述
懐
、
記
述
、
な
ど
、
第
三
者
の
言
質
を
引
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
に
〝
引
用
の
集
大
成
〟
と
し
て
描
き
出
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
死
亡
の
記
述
さ
え
、
自
ら
の
言
葉
で
言
う
こ
と
を
さ
け
、
誤

記
を
指
摘
し
な
が
ら
も
新
聞
社
の
死
亡
告
知
に
よ
っ
て
語
ら
し
め
た
。

　

自
ら
の
意
見
や
〝
気
持
ち
〟
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
も
の
を
言
う
の
で
は
な

く
、
徹
底
し
て
〝
資
料
〟
〝
第
三
者
の
言
質
〟
を
綾
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
「
意
味
」
の
世
界
を
読
者
自
身
に
感
じ
取
ら
せ

る
と
い
う
独
特
の
歴
史
と
文
学
の
認
識
方
法
─
─
「
浦
西
学
」
を
『
年
譜　

葉
山
嘉
樹
伝
』
は
提
示
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
『
新
・
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
』
に
つ
い
て

　

そ
れ
に
対
し
て
、
第
一
巻
『
新
・
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
』

と
第
二
巻
『
現
代
文
学
研
究
の
基
底
』
は
、
議
論
の
書
で
あ
る
。
こ
の
第

一
巻
に
は
「
新
・
～
」
と
い
う
文
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
約

二
五
年
前
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年

五
月
一
五
日
）
が
編
ま
れ
て
お
り
「
新
・
～
」
は
こ
の
旧
版
の
増
補
改
訂

版
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
こ
こ
で
は
、
目
次
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
、
浦
西
が
ど
ん
な
思
い
で

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
作
家
に
対
峙
し
た
か
が
わ
か
る
。
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
作
家
を
列
挙
す
る
と
─
─

前
田
河
広
一
郎
、
江
口
渙
、
黒
島
伝
治
、
岩
藤
雪
夫
、
徳
永
直
、
山

本
勝
治
、
伊
藤
永
之
介
、
里
村
欣
三
、
本
庄
睦
男
、
宮
本
百
合
子　

（
旧

版
）
、
大
田
洋
子
、
藤
森
成
吉
、
越
中
谷
利
一

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
文
戦
派
の
人
々
が
大
部
分
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
運
動
の
中
で
戦
旗
派
（
ナ
ッ
プ
派
）
と
文
戦
派
（
労
農
派
）
が
対
立

し
た
流
れ
と
し
て
存
在
し
、
戦
旗
派
が
メ
ジ
ャ
ー
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
は

周
知
の
こ
と
だ
が
、
浦
西
は
あ
え
て
マ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
文
戦
派
の
人
々
に

眼
差
し
を
向
け
る
。
そ
こ
で
、
文
戦
派
の
代
表
的
作
家
と
言
え
る
岩
藤
雪

夫
に
つ
い
て
の
浦
西
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る
と
、

　

岩
藤
雪
夫
と
い
え
ば
、
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
い

て
、
一
時
期
ナ
ッ
プ
派
の
小
林
多
喜
二
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
文
戦
派
の
代
表
的
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
‥
‥
し
か
し
、

こ
の
岩
藤
雪
夫
を
総
体
的
に
論
じ
た
評
論
や
研
究
論
文
は
管
見
に

入
っ
た
か
ぎ
り
ま
だ
一
篇
も
な
い
。

（
『
著
作
集
』
第
一
巻
、
四
五
頁
）

　

と
述
べ
、
「
岩
藤
雪
夫
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
の
な
か
で
も
う
す

こ
し
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
作
家
で
は
な
い
か
」
（
『
著
作
集
』
第
一
巻
、
四
六

頁
、
五
七
頁
）
と
、
同
じ
論
文
の
中
で
二
度
ま
で
も
嘆
き
、
二
五
頁
に
わ
た
っ
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て
岩
藤
の
作
品
を
、
題
材
の
検
討
ま
で
含
め
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

　

加
え
て
─
─

　

戦
後
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
研
究
は
、
ナ
ッ
プ
派
の
作
家
た
ち
を

中
心
に
進
め
ら
れ
、
ど
う
し
て
も
文
戦
派
の
作
家
た
ち
を
本
格
的
な

研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

（
『
著
作
集
』
第
一
巻
、
一
一
一
頁
）

　

と
し
て
、
「
経
歴
未
詳
の
作
家
た
ち
」
と
い
う
一
項
が
も
う
け
ら
れ
、

何
人
か
の
書
き
手
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、
一
九
二
九
年
、

鉄
道
自
殺
を
遂
げ
た
山
本
勝
治
と
い
う
人
物
の
記
述
を
紹
介
し
よ
う
。
山

本
勝
治
は
「
十ジ

ュ
ウ
シ
マ
ツ

姉
妹
」
（
『
文
芸
戦
線
』
第
五
巻
第
五
号
、
一
九
二
八
年
五
月
一

日
）

（
５
）で

注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の
作
風
か
ら
農
民
作
家
に
類
別
さ
れ
、
多
く

の
論
評
が
そ
れ
を
踏
襲
す
る
ば
か
り
で
「
経
歴
未
詳
」
の
世
界
を
脱
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
浦
西
は
、
例
の
ご
と
く
徹
底
し
た
〝
身
元
調
べ
〟

と
浩
瀚
な
書
誌
的
追
求
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
の
原
題
が
「
晩バ

ン

キ暉
」
（
夕
映

え
の
意
）
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
作
者
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
解
明
し
、
さ

ら
に
は
彼
が
農
民
で
は
な
く
商
家
の
子
弟
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
農
民
子

弟
の
農
村
体
験
に
よ
る
〝
農
民
小
説
〟
と
い
う
パ
タ
ー
ナ
ル
な
、
私
小
説

的
発
想
に
異
を
と
な
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浦
西
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
埋
も
れ
た
人
、
誤
解
さ
れ
て

い
る
人
、
の
無
念
を
晴
ら
す
と
い
う
よ
う
な
、
〝
弱
者
〟
へ
の
熱
い
視
線

が
特
徴
で
あ
る
。

　

従
っ
て
そ
の
反
面
の
〝
埋
も
れ
た
ま
ま
放
置
す
る
〟
〝
誤
り
・
誤
解
を

放
置
す
る
〟
と
い
う
怠
慢
に
対
し
て
は
焦
慮
と
怒
り
を
隠
さ
な
い
。
そ
の

典
型
は
同
じ
こ
の
第
一
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
宮
本
百
合
子
全
集
（
河

出
書
房
版
）
逸
文
に
つ
い
て
」
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
こ
の

版
の
宮
本
百
合
子
全
集
の
、
編
纂
の
杜
撰
と
怠
慢
に
対
す
る
二
九
頁
に
及

ぶ
怒
り
に
満
ち
た
告
発
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
が
、

一
読
に
値
す
る
一
文
で
あ
ろ
う
。
但
し
『
旧
版
』
の
あ
と
が
き
で
「
新
日

本
出
版
社
版
『
宮
本
百
合
子
全
集
』
‥
‥
が
完
結
し
た
今
日
に
お
い
て
、

そ
の
（
告
発
の
）
使
命
は
す
で
に
果
た
し
た
も
の
と
考
え
る
。
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
そ
れ
が
『
著
作
集
』
に
採
録
さ
れ
て
い

る
と
い
う
の
は
「
歴
史
的
文
書
」
と
し
て
諸
家
へ
の
戒
め
、
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

お
わ
り
に

　　

浦
西
先
生
の
ご
自
宅
に
伺
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
先
生
が
関
西
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
、
そ
の
厖
大
な
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
県
立
あ
き
た
文
学

資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
、
と
聞
い
た
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
噂
の
続
報
で
、

寄
贈
さ
れ
た
の
は
活
字
系
の
刊
本
や
雑
誌
で
、
生
資
料
は
ま
だ
お
手
元
に

あ
る
と
聞
い
た
の
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
春
、
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

の
二
、
三
の
方
と
、
法
隆
寺
に
近
い
浦
西
先
生
の
自
宅
に
押
し
か
け
た
。

　

先
生
は
座
敷
一
杯
に
、
生
資
料
の
フ
ァ
イ
ル
を
ひ
ろ
げ
て
見
せ
て
く
だ

さ
る
と
同
時
に
、
ど
こ
か
適
当
な
場
所
に
持
ち
出
し
て
複
写
し
て
も
良
い
、
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と
い
っ
て
下
さ
っ
た
。
し
ば
ら
く
後
に
我
々
は
再
度
車
で
伺
い
、
生
資
料

綴
り
を
立
命
館
大
学
の
研
究
室
に
運
び
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
っ
て
画
像
デ
ー

タ
化
し
た
。
さ
ら
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
充
実
を
図
る
た
め
に
「
昭

和
戦
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
、
小
樽

文
学
館
池
田
寿
夫
旧
蔵
資
料
、
大
原
社
研
資
料
、
札
幌
大
学
松
本
克
平
旧

蔵
資
料
も
加
え
、
二
〇
一
七
年
丸
善
雄
松
堂
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

昭
和
戦
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
研
究
会
編
『
昭
和
戦
前
期
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
資
料
集
』
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
間
、
何
度
も
浦
西
先
生
の
お
宅
に
伺
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の

た
び
に
（
日
中
に
も
拘
わ
ら
ず
！
）
ワ
イ
ン
や
お
寿
司
や
、
と
さ
ま
ざ
ま
な

お
も
て
な
し
に
も
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
最
後
は
、
奥
様
が
運

転
す
る
車
で
、
王
寺
の
駅
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
通
例
に
な
っ
た
。

　

‥
‥
何
時
の
頃
か
ら
か
、
こ
れ
に
先
生
も
同
乗
さ
れ
、
王
寺
の
駅
ま
で

送
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
は
、
我
々
は
、
そ
の
深
い
意
味
に
気

づ
か
な
か
っ
た
。
‥
‥
お
そ
ら
く
そ
の
頃
、
す
で
に
先
生
は
余
命
が
極
め

て
短
い
膵
臓
が
ん
に
罹
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
告
知
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
思
う
。

　

王
寺
の
駅
は
跨
線
橋
の
上
の
改
札
口
に
上
が
る
た
め
に
、
幅
の
広
い
階

段
が
あ
る
。
階
段
を
半
分
く
ら
い
上
が
っ
て
振
り
向
く
と
、
ご
夫
妻
は
階

段
の
下
に
立
っ
て
見
送
っ
て
お
ら
れ
る
。
会
釈
を
し
て
少
し
上
が
っ
て
ま

た
振
り
向
く
と
、
ご
夫
妻
は
ま
だ
立
っ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
会
釈
し
て
階

段
を
上
る
‥
‥
何
度
か
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
我
々
は
一
度
中
段
で
会

釈
し
た
ら
、
あ
と
は
振
り
返
ら
ず
改
札
口
に
突
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
九
月
一
一
日
、
我
々
は
資
料
集
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
が
上
梓
さ
れ

た
こ
と
を
ご
報
告
す
る
た
め
に
お
宅
に
伺
い
、
ま
た
い
つ
も
と
同
じ
よ
う

に
ご
馳
走
に
あ
ず
か
り
、
王
寺
の
駅
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
跨
線
橋

の
階
段
を
上
り
、
中
段
で
会
釈
す
る
と
い
つ
も
の
よ
う
に
ご
夫
妻
は
階
段

の
下
に
立
っ
て
こ
ち
ら
を
見
て
お
ら
れ
た
。
我
々
も
い
つ
も
の
よ
う
に
、

あ
と
は
振
り
返
ら
ず
階
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。

　

浦
西
先
生
の
姿
を
見
た
の
は
、
そ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。

注
（
１
）　

関
西
大
学
国
文
学
会
紀
要
『
国
文
学
』
八
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
、

八
二
号
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
、
八
五
号
（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
、
八
六
号

（
二
〇
〇
三
年
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
貴
司
山
治
日
記

は
そ
の
後
、
立
命
館
大
学
貴
司
山
治
研
究
会
（
中
川
成
美
ゼ
ミ
）
の
方
々
の

尽
力
に
よ
っ
て
そ
の
全
部
、
約
一
万
三
千
画
像
が
画
像
デ
ー
タ
化
さ
れ
、
貴

司
山
治
研
究
会
編
『
貴
司
山
治
全
日
記
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
』
（
不
二
出
版
、

二
〇
一
一
年
一
月
二
〇
日
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

『
文
学
案
内
』
は
文
学
案
内
社
よ
り
、
一
九
三
五
年
七
月
一
日
〜

一
九
三
六
年
二
月
一
日
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
六
月
一
〇
日
、

不
二
出
版
よ
り
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

こ
の
全
集
は
当
初
全
一
一
巻
お
よ
び
別
冊
二
巻
が
計
画
さ
れ
た
よ
う
だ

が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
第
一
巻
〜
第
九
巻
で
あ
る
。

（
４
）　

引
用
本
文
お
よ
び
書
誌
の
記
載
は
、
『
著
作
集
』
第
三
巻
を
参
照
し
た
。
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（
５
）　

こ
の
作
品
は
戦
後
、
臼
井
吉
見
ほ
か
編
『
土
と
ふ
る
さ
と
の
文
学
全
集
』

第
二
巻
（
家
の
光
協
会
、
一
九
七
六
年
五
月
二
〇
日
）
に
も
収
載
さ
れ
た
。
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